
 

 

 

 

■ 課題の捉え方 

第 3 章で述べたように、乳幼児期における早期の気付きの重要性や学校等におけ

る支援体制の充実、専門性の向上など、それぞれの学びの場において解決すべき課題

があることが分かりました。 

また、就学や入学時の支援や高等学校受検時の中・高連携、就労における学校と企

業との連携など、それぞれの学びの場や関係機関をつなぐ切れ目ない支援が重要であ

ることや、保護者や県民へ向けた理解啓発については、今後も引き続き内容や方法の

充実を図りながら取り組むべき課題であることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 １ 課題の捉え方と３つのビジョン 

図１ 課題の捉え方（イメージ） 
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子どもの成長は、それぞれの発達の段階や学びの場で区切られているものではあり

ません。 

障がいのある子ども一人一人の学びのニーズに応じた教育を実現するためには、乳

幼児期から卒業後までの切れ目ない支援や指導者の実践的指導力の向上、また、その

ための支援体制や教育環境の整備等が必要であり、さらには、共に取組を支える保護

者、県民に向けての理解啓発など、総合的な視点に立った施策の実行が必要となって

います。 

 

このような視点から、引き続き、これまで取り組んできた 3 つのビジョン及び６

つの施策の柱を継承しながら、子ども一人一人の学びのニーズに応じた質の高い教育

の実現を目指し、課題解決に向けた取組を推進します。 

 

 

     

 

 

 

 
     

 

 

 

 

■ビジョン２ 「多様な学びを支える」 

障がいのある子どもがそれぞれの学びの場において適切な指導と必要な支援

を受けるため、地域や学校の支援体制を整え、教職員の実践的指導力や専門性

を高めていくこと 

■ビジョン１ 「一人一人を見守り続ける」 

障がいのある子どもの教育的ニーズに応じた支援を行うため、乳幼児期の段階

から、子どもの成長とともに支援をつないでいく体制を整えること 

 

■ビジョン３ 「社会との絆をつなぐ」 

障がいのある人が積極的に地域社会に参加できる環境を整え、障がいのある

なしにかかわらずお互いを認め合う豊かな社会づくりを目指すため、障がい種

に応じた適切な教育環境の整備や、県民や次の世代を担う子どもたちへの理解

啓発を行うこと 
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３つのビジョンによる６つの施策の柱を基本的な方針を継承しながら、子ども一人一

人の学びのニーズに応じた質の高い教育支援システムの構築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 施策の基本的な考え方 

 
 

小学校就学前から卒業後までの継続

的な支援が課題 

 

 

・乳幼児期から小学校就学までの連続

性のある支援体制づくり 

・就労先等の卒業後に向けた連携の充

実 など 

 

一人一人を見守り続けるために切れ目な

く、つながりのある支援が必要 

課  題 

 

◆関係機関と連携した教員・保育士等の研修

の推進（新規） 

◆「相談支援ファイル」及び「個別の教育支

援計画」を活用した切れ目ない支援 

◆乳幼児期からの早期支援体制の整備 

１ 乳幼児期 

 
 

 

◆教員の更なる専門性の向上 

◆特別支援教育の専門性を支える研修・支援

体制の充実 

◆管理職による特別支援教育の視点を踏ま

えた学校経営の促進（新規） 

◆個別の教育支援計画等の活用と合理的配

慮の提供の推進 

◆心のバリアフリーの推進（新規） 

◆関係機関と連携した支援体制の更なる充

実 

２ 小・中学校 

◆高等学校の組織的な支援体制の整備・充実 

◆個別の教育支援計画等の活用と合理的配

慮の提供の推進（新規） 

◆中学校との連携の強化 

◆高等学校における「通級による指導」の体

制構築と指導の充実（新規） 

◆高校生による心のバリアフリー活動の推

進（新規） 

３ 高等学校 

◆特別支援学校における教育環境の計画的

整備（新規） 

◆障がいの重度・重複化、多様化に対応した

専門的指導力の向上 

◆特別支援学校のセンター的機能の見直し 

◆早期からのキャリア教育の充実 

◆特別支援学校の地域や関係機関と連携し

た就労支援 

◆障がいのある子どもの生きがいづくり（新

規） 

４ 特別支援学校 

社会の変化や障がいの多様化等に対応

し、安全安心な教育環境の整備や地域の

障がい理解の促進が課題 

 

 

・共生社会における地域の教育環境 

モデルとしての特別支援学校の整 

備 

・県全域への共生社会に向けた啓発 

の取組 など 

 

社会との絆をつなぐための環境整備や

理解啓発の促進が必要 

〔各学校等の個別の課題〕 〔各学校等間で共有して取り組む課題〕 

 

対象児童生徒増や障がいの多様化に対

応した教員の高い専門性の確保が課題 
 
 
 
・専門性を支える地域ごとの教育支援

システム 
・実践力を高める新たな研修システム

の開発 など 

 

多様な学びを支えるための仕組みづく

りが必要 
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３つのビジョン 

 

 個性を輝かせる教 

育・支援システム 

の構築 

 

安らぎと創造性の 

ある教育環境の実 

現 

 

確かな成長と可能性 

を追求する専門性の 

育成 

 

県民みんなで支え 

合う共生社会づく

りの推進 

 

 乳幼児期からの育ち 

を支える広がりのあ 

る連携の充実 

  

チャレンジの意欲 

を形にする自立支 

援 

■ビジョン３ 

社会との 

絆をつなぐ 
■内容 

 将来において生活の

基盤となる地域社会

への参加を推進する

ための環境の整備と、

共生社会を支える県

民意識の醸成の実現

を目指す。 

■ビジョン２ 

多様な学びを 

支える 
■内容 

 県内のそれぞれの地

域において、障がいの

ある幼児児童生徒の

多様なニーズに応じ

た教育の推進と、高い

専門性を身に付けた

人材を育成するシス

テムの構築を目指す。 

■ビジョン１ 

 一人一人を 

見守り続ける 
■内容 

 障がいのある幼児児童

生徒の夢や希望の実現

に向け、ライフステー

ジに応じた連続し一貫

性のある支援を目指

す。 

(1) 乳幼児期からの早期支援体制づくり（新規） 

(2) 個別の教育支援計画等の活用による切れ目ない指

導・支援の充実 

(3) 関係機関と連携した教員・保育士等の研修支援 

（新規） 

(1) 早期からの自立支援の推進 

(2) 多様化する生徒のニーズに対応した自立支援の充実 

(3) 文化・芸術・スポーツを通じた障がいのある子

どもの生きがいづくり（新規） 

(4) 地域や企業、福祉機関等との連携の充実（新規） 

(1) 地域の特別支援教育を支える「エリアサポート

体制」の充実 

(2) 小・中学校における校内支援体制の充実（新規） 

(3) 高等学校における校内支援体制の推進（新規） 

(4) 特別支援学校の支援体制の充実 

(1) 教職員を対象とした研修の充実（新規） 

(2) 特別支援教育担当者の実践的指導力の向上 

(3) 特別支援学校教職員の専門的指導力の向上 

(1) 共生社会のモデルとなる安全・安心な教育環境

の整備（新規） 

(2) 主体的、対話的で深い学びを支援する創造的な

学習環境づくり（新規） 

(3) 障がいのある児童生徒への地域支援の充実 

(1) 共に支え合う意識を深める障がい理解学習の 

推進 

(2) 主体的に学び合う交流及び共同学習の推進 

（新規） 

(3) 障がい理解を広める県民への啓発・広報活動の 

充実 

６つの施策の柱 施策の内容  

子ども一人一人の学びのニーズに応じた質の高い教育支援システムの構築 

施策の柱１ 

 

施策の柱２ 

 

施策の柱３ 

 

施策の柱４ 

 

施策の柱５ 

 

施策の柱６ 

 


